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１

虫
むし

たちが  たくさん  

あつまっている  木
き

が  あったよ。

みんなの  めあては  

だいこうぶつの  じゅえき。

木
き

の  みきから  しみ出
で

ているんだ。
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2

あまずっぱい  においが  したら、 近
ちか

くに 
じゅえきが  しみ出

で

た  木
き

が  あるかもしれま
せん。 昼

ひる

間
ま

は、 チョウや  カナブン、 ハチな
ど、 色

いろ

とりどりの  虫
むし

で  にぎわいます。

1  コムラサキのメスとハナムグリ
2  アカアシオオアオカミキリ
3  ヨツボシケシキスイ
4  モンスズメバチ
5  アカボシゴマダラとカナブン
6  オオムラサキのオス

4

6

5

3



りっぱな  角
つの

を  もっているのは  オス。

こげ茶
ちゃ

色
いろ

で、つやつやしていて、

かっこいいなぁ。

6

じゅえきの  出
で

ている  木
き

を  見
み

上
あ

げてみる
と、えだの  つけねに  つかまって  休

やす

んでい
ました。 昼

ひる

間
ま

は  多
おお

くの  カブトムシが  はっ
ぱの  かげや、 木

き

の  ねもとの  おちばの  下
した

などに  かくれています。
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